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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
ポ
ケ
モ
ン
Ｔ
Ｈ
Ｅ
ク
ロ
ニ
ク
ル

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
５
９
４
０
Ｙ

【
作
者
名
】

　
シ
ヴ
ィ
ス

【
あ
ら
す
じ
】

　
突
如
現
れ
た
異
形
の
存
在
、
悪
魔
…
…
。
　
　
　
　
　
　
悪
魔
か
ら
世
界
を

守
る
た
め
、
デ
ッ
ド
バ
ス
タ
ー
と
な
っ
た
ポ
ケ
モ
ン
達
が
立
ち
向
か
う
！
！
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始
マ
リ
ノ
刻

　
こ
の
世
界
に
は
、
二
つ
の
種
族
が
存
在
す
る
。

一
つ
は
、
ポ
ケ
ッ
ト
モ
ン
ス
タ
ー
。
彼
等
は
、
自
ら
を
魔
獣
と
称
し
た
り
す
る
。

ス
ラ
ム
と
い
う
集
落
を
作
っ
て
、
自
給
自
足
の
集
団
生
活
を
し
て
い
る
。
集
落

に
は
リ
ー
ダ
ー
が
二
人
い
て
、
階
級
が
上
の
リ
ー
ダ
ー
が
全
て
の
指
揮
を
取
る
。

も
う
一
人
の
リ
ー
ダ
ー
は
、
補
助
を
す
る
為
に
い
る
よ
う
な
も
の
だ
。

今
現
在
は
、
地
下
都
市
で
暮
ら
し
て
い
る
。

二
つ
は
、
悪
魔
と
呼
ば
れ
る
異
形
の
存
在
。
ポ
ケ
モ
ン
を
喰
い
、
無
限
に
成
長

し
続
け
る
魔
物
だ
。

マ
ザ
ー
コ
ア
と
呼
ば
れ
る
母
体
が
い
る
ら
し
い
が
、
何
処
に
い
る
か
わ
か
ら
な

い
。

　
こ
の
物
語
は
、
デ
ッ
ド
バ
ス
タ
ー
と
呼
ば
れ
る
ポ
ケ
モ
ン
達
の
記
録
。

ク
ロ
ニ
ク
ル

　
 

セ
イ
ワ

―
―
聖
和
　
ニ
〇
ニ
七
年

　
地
下
都
市
、
ア
ン
ダ
ー
ワ
ー
ル
ド
。
悪
魔
か
ら
身
を
隠
し
て
暮
ら
す
、
あ
り

と
あ
ら
ゆ
る
ポ
ケ
モ
ン
達
が
住
む
世
界
。

東
西
南
北
の
地
区
が
あ
り
、
ポ
ケ
モ
ン
達
は
パ
レ
ッ
ト
と
呼
ば
れ
る
家
で
生
活

を
し
て
い
る
。
破
れ
た
衣
と
棒
で
作
っ
た
テ
ン
ト
、
石
を
積
み
上
げ
て
作
っ
た

モ
ノ
…
…
。
種
類
は
様
々
。

全
部
で
四
つ
の
地
区
は
、
四
の
ブ
ー
ス
に
区
切
ら
れ
て
い
る
。
か
つ
て
、
外
界
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に
あ
っ
た
国
と
同
じ
数
十
七
に
な
る
よ
う
に
。
統
治
者
で
あ
る
王
の
元
、
平
和

が
保
た
れ
て
い
る
。
そ
ん
な
ア
ン
ダ
ー
ワ
ー
ル
ド
に
は
、
秘
密
組
織
と
言
う
べ

き
存
在
が
…
…
。

　―
―
西
地
区
 

第
四
ブ
ー
ス

「
…
…
。
」

　
右
腕
に
包
帯
を
巻
い
た
漆
黒
の
ポ
ケ
モ
ン
…
…
ダ
ー
ク
ラ
イ
。
彼
は
こ
こ
の

王
で
、
闇
の
国
と
い
う
場
所
を
納
め
て
い
た
。
誰
よ
り
も
純
粋
で
優
し
い
心
を

持
ち
、
各
国
か
ら
も
指
示
を
得
て
い
る
存
在
。

高
台
に
い
る
彼
が
見
つ
め
る
先
に
は
、
十
七
人
の
ポ
ケ
モ
ン
。
地
面
に
座
り
、

頭
に
機
械
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
付
け
て
眠
っ
て
い
る
。

　
彼
等
は
デ
ッ
ド
バ
ス
タ
ー
と
呼
ば
れ
て
い
る
、
特
別
な
存
在
。
悪
魔
の
血
を

取
り
込
み
、
悪
魔
ポ
ケ
モ
ン
と
化
し
た
…
…
悲
劇
の
戦
士
。
世
界
を
悪
魔
か
ら

守
る
為
、
自
ら
こ
の
道
を
選
ん
だ
者
達
だ
。

「
イ
メ
ー
ジ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
終
了
！
！
全
員
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
外
せ
！
！
」

　
ダ
ー
ク
ラ
イ
の
号
令
で
、
戦
士
達
は
一
斉
に
目
覚
め
る
。
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「
次
は
武
器
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
だ
な
…
…
。
呼
び
出
さ
れ
た
順
番
に
、
ラ
ル
ク

博
士
の
所
へ
。
」

「
「
は
い
！
！
」
」

　
デ
ッ
ド
バ
ス
タ
ー
に
な
る
に
は
、
悪
魔
の
血
を
受
け
入
れ
る
…
…
つ
ま
り
は
、

適
合
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
思
い
が
強
い
だ
け
で
は
駄
目
な
の
だ
。

デ
ッ
ド
バ
ス
タ
ー
に
な
る
と
、
体
内
に
寄
生
兵
器
を
宿
す
こ
と
に
な
る
。
予
め

武
器
の
オ
ー
ダ
ー
を
取
る
か
ら
、
戦
士
達
は
安
心
し
て
体
を
預
け
ら
れ
る
。
そ

の
相
手
が
…
…
。

「
い
ら
っ
し
ゃ
～
ァ
い
♪
三
ヶ
月
に
一
回
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
よ
～
ん
♪
」

「
相
変
わ
ら
ず
…
…
で
す
ね
。
ラ
ル
ク
博
士
。
」

　
ラ
ン
ク
ル
ス
の
ラ
ル
ク
博
士
。
会
話
を
し
て
い
る
戦
士
は
、
ゾ
ロ
ア
ー
ク
。

悪
魔
化
し
て
い
る
為
、
本
来
赤
い
部
分
が
黒
銀
に
染
ま
っ
て
い
た
。
鬣
は
、
磨

い
た
鉄
の
よ
う
に
美
し
く
輝
い
て
い
る
。

「
さ
さ
！
座
っ
て
座
っ
て
♪
」
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「
は
い
。
」

「
え
っ
と
～
…
…
。
カ
ル
マ
く
ん
だ
ね
？
武
器
は
ク
リ
ス
タ
ル
の
鎌
。
」

　
パ
ソ
コ
ン
を
片
手
に
、
ラ
ル
ク
博
士
は
カ
ル
マ
と
面
談
。
武
器
の
調
子
や
、

悪
魔
と
戦
っ
て
い
る
最
中
に
不
具
合
が
な
か
っ
た
か
、
破
損
は
し
た
か
等
々
。

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
必
要
な
情
報
を
集
め
て
い
く
。

「
あ
、
お
兄
さ
ん
元
気
？
弟
く
ん
は
？
三
人
兄
弟
な
ん
だ
よ
ね
ぇ
♪
」

「
博
士
、
脱
線
し
て
る
場
合
で
す
か
？
」

「
お
っ
と
！
つ
い
つ
い
…
…
。
さ
て
、
と
く
に
異
常
は
無
い
み
た
い
だ
か
ら
…

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
だ
け
に
し
よ
う
か
。
君
は
い
つ
も
無
茶
を
す
る
ら
し
い
か
ら
ね
。

誰
か
さ
ん
み
た
い
に
。
」

　
付
き
添
い
で
来
て
い
る
ダ
ー
ク
ラ
イ
を
チ
ラ
見
し
、
ラ
ル
ク
博
士
は
準
備
に

か
か
る
。
当
の
ダ
ー
ク
ラ
イ
は
と
い
う
と
、
苦
笑
い
す
る
し
か
な
か
っ
た
。
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「
み
ん
な
が
終
わ
り
次
第
、
貴
方
も
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
ね
？
ガ
イ
ア
黒
王
。
」

こ
く
お
う

「
わ
か
っ
て
い
る
。
」

　
机
に
パ
ソ
コ
ン
を
置
き
、
ラ
ル
ク
博
士
は
後
ろ
の
メ
イ
ン
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に

向
か
う
。
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
と
何
か
を
探
し
始
め
た
。

「
あ
っ
た
。
」

「
…
…
痛
い
ん
だ
よ
な
。
そ
れ
。
」

「
ガ
マ
ン
ガ
マ
ン
！
」

　
コ
ン
セ
ン
ト
…
…
に
似
た
頭
が
付
い
て
る
コ
ー
ド
を
引
っ
張
っ
て
来
て
、
カ

ル
マ
の
腕
に
突
き
刺
し
た
。
そ
の
瞬
間
、
カ
ル
マ
の
体
に
激
痛
が
走
る
。
ほ
ん

の
一
瞬
の
出
来
事
は
過
ぎ
去
り
、
息
を
切
ら
し
ぐ
っ
た
り
と
椅
子
に
も
た
れ
る
。

「
い
…
て
ぇ
…
…
。
」
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「
あ
ー
や
っ
ぱ
り
。
ち
ょ
っ
と
ガ
タ
が
来
て
る
ね
ぇ
。
治
し
と
く
よ
♪
」

「
え
、
あ
…
…
は
い
。
」

「
痛
い
か
ら
っ
て
駄
目
だ
よ
～
？
嘘
つ
い
ち
ゃ
！
」

「
す
み
ま
せ
ん
。
…
…
イ
だ
ッ
！
！
い
デ
デ
デ
デ
デ
デ
デ
ッ
！
！
」

　
胸
を
押
さ
え
て
ジ
タ
バ
タ
も
が
く
カ
ル
マ
。
ダ
ー
ク
ラ
イ
の
ガ
イ
ア
は
、
見

て
呆
れ
て
い
た
。

　本
来
な
ら
こ
う
は
な
ら
な
い
が
、
扱
い
が
雑
だ
と
カ
ル
マ
の
よ
う
に
な
る
。
死

に
は
し
な
い
。

「
他
の
子
は
痛
が
ら
な
い
ん
だ
よ
？
無
茶
苦
茶
な
使
い
方
、
し
て
る
ん
じ
ゃ
な

い
の
？
」

「
博
士
、
そ
れ
ル
ー
ク
に
も
言
っ
て
や
っ
て
下
さ
…
…
イ
ッ
タ
ァ
！
！
」
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「
や
れ
や
れ
。
…
…
は
い
お
し
ま
い
！
次
は
オ
ズ
く
ん
だ
ね
。
」

「
余
は
も
う
来
て
い
る
の
だ
。
」

　
一
同
振
り
向
き
、
入
り
口
の
前
に
立
つ
声
の
主
を
見
つ
め
る
。
そ
の
ポ
ケ
モ

ン
は
デ
ス
カ
ー
ン
。
デ
ス
カ
ー
ン
は
カ
ル
マ
を
見
て
、
笑
み
を
浮
か
べ
た
。

「
や
ぁ
カ
ル
マ
。
ず
い
ぶ
ん
と
叫
ん
で
い
た
が
、
大
丈
夫
か
？
」

「
な
…
…
な
ん
と
か
な
。
今
、
一
人
称
と
か
喋
り
方
…
違
っ
て
な
か
っ
た
か
？
」

　「
ん
？
聞
き
間
違
い
じ
ゃ
な
い
か
な
…
…
。
俺
は
い
つ
も
通
り
だ
ぞ
。
」

「
そ
う
か
…
…
。
じ
ゃ
あ
博
士
、
ま
た
。
」

「
お
大
事
に
～
♪
」



9

　
プ
ラ
グ
は
抜
か
れ
、
カ
ル
マ
は
研
究
所
を
後
に
す
る
。

　
カ
ル
マ
が
去
っ
た
の
を
い
い
こ
と
に
、
デ
ス
カ
ー
ン
の
オ
ズ
は
口
調
を
戻
し

た
。

ふ
ぅ
…
…
。
と
一
息
つ
き
、
オ
ズ
は
二
人
と
会
話
す
る
。

「
さ
て
…
…
。
前
か
ら
話
し
た
か
っ
た
回
想
だ
が
な
。
唯
一
の
王
適
合
者
は
、

余
と
ガ
イ
ア
殿
だ
。
不
適
合
者
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
王
や
民
は
…
…
。
」

「
技
も
特
性
も
失
っ
て
し
ま
っ
た
。
だ
よ
ね
？
」

　
ラ
ル
ク
博
士
の
発
言
に
、
オ
ズ
と
ガ
イ
ア
は
頷
く
。

「
今
ま
で
は
や
た
ら
め
っ
た
に
し
て
い
た
か
ら
な
…
…
。
望
ん
で
来
て
く
れ
た

者
達
に
は
、
詫
び
ね
ば
な
ら
な
い
。
」

「
今
は
デ
ィ
ア
ル
ガ
と
レ
シ
ラ
ム
が
協
力
し
て
く
れ
て
い
る
…
…
。
不
適
合
者

を
出
さ
ず
に
此
処
ま
で
来
た
の
は
、
余
は
、
彼
等
の
お
か
げ
だ
と
思
っ
て
い
る
。

」
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「
嗚
呼
。
そ
う
だ
な
。
に
し
て
も
お
前
、
民
に
化
け
て
活
動
を
す
る
と
は
考
え

た
な
…
…
。
私
に
は
真
似
で
き
な
い
ぞ
？
」

「
民
の
ダ
ー
ク
ラ
イ
は
い
な
い
か
ら
な
。
デ
ス
カ
ー
ン
に
は
民
の
者
も
お
る
…

…
。
王
だ
と
隠
す
に
は
打
っ
て
つ
け
じ
ゃ
。
」

　
悪
魔
、
デ
ッ
ド
バ
ス
タ
ー
の
適
合
者
・
不
適
合
者
…
…
。

次
回
は
、
千
年
以
上
前
の
過
去
の
話
し
。
過
去
を
通
し
て
、
更
に
詳
し
く
お
話

し
し
ま
し
ょ
う
。
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始
マ
リ
ノ
刻
（
後
書
き
）

　余
は
思
う
の
だ
。

あ
の
日
、
彼
が
夢
を
見
て
い
な
か
っ
た
ら
…
…
。

彼
が
デ
ィ
ア
ル
ガ
と
出
会
っ
て
い
な
か
っ
た
ら
、
我
々
は
終
わ
っ
て
い
た
と
な
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

ポケモンTHEクロニクル
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